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に lml),B～D で任日性行nbの概訳 (各オスにつき30
分間).Cでは何日オス相互間の行動を概訳した｡T取
成はラジオイムノアッセイによって定穴した｡その結乳
(1)8月.12月の両時期ともメスとの山合せによってT
波皮が上昇する｡(2)オス同士のグルービングによって.
a)8月において T氾皮は下がるが.12月ではそれが見
られない.b)8月では交用回数の減少.交Fi時札 交
尾あたりのマテウンイングの回n.腰のスラストの回数
の増加が見られるが.12月では変化がない.C)8月.12
月ともオスのメスに対すろ攻撃的行動の増加.親和的行
動の減少が見られる｡(3)市郎与糊ともT 況皮と交尾の
要素,両性間の距離.オスの接近行加等の行動とは明確
な相関が見られる｡(4)優劣噸位 (攻撃的行動の取掛 こ
よって狩られたもの)とT孤児との関係ははっきりし
ない.などが明らかになった｡これらの結果は. ニホン
ザルのオスは交E3肌 こはオス同士の相互関係とは関連な
しに性行動を行うことを示唆するものであると考える｡
ニホンザルの非交尾期における,オ トナのオ
スとオ トナのメスの親和的関係
花畑由起失 く京大 ･理)
ニホンザルの群れ内の個体配田や,個体問に見られる
行動は.決してランダムにはおこらない｡ここでは.個
体の空間前田やm作間の行動が,オトナオスとオトナメ
スのm仏間関係を反映しているものとして.嵐山B刑を
材料に.非交用糊におけるオスー メス関係を抽出しよう
と吉Jみた｡
只体的には.1977年4月～6月.8月～9月の2回.
オトナオスを計10時間個体追跡し,10秒ごとにオスの3
m 以内に近接しているメスをチェックし,同時に行動を
記録した｡
1977年に,群れの内オスー メス関係の組み合わせの放
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